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まえがき 

国立大学が法人化されて国立大学法人になり、平成２８年度から第３期の中期目標中期計画に基

づいた大学の運営が始まりました。理工学研究科技術部の目標も第３期の中期目標中期計画に寄与

できるものとしました。ただそれだけでは不十分と思われましたので、独自の目標も加えたものと

しています。平成２６年９月に技術部が行った外部評価から１年半が過ぎましたが、技術部の改革

案をまとめるには至っておらず、平成２８年末のまとめを目指して検討が進められています。教員

組織の全学一元化が実施され、学術研究院が平成２７年度に設置されたのに続き、平成２９年度か

らの技術部の全学一元化が検討されています。ただ組織としては理工学研究科の技術部はほぼその

まま残ると考えられますので、技術部の改革案で過度に考慮する必要はないと考えています。 

教員の評価は教育、研究、管理運営、社会貢献の実績で行われます。理工学研究科では大学院生

の教育が重要であり、教員は講義だけでなく、修士課程の学生が学術講演会の原稿を書ける程度、

博士課程の学生が学術論文を執筆できる程度の研究指導能力が必要ですので、特に重視されるのは

研究業績、研究能力です。技術職員に求められる能力も基本的には教員と同じで、教育、研究、管

理運営、社会貢献で評価されます。ただ、大学院生の研究を直接指導するのではなく、学部生、大

学院生の教育と教員の研究の支援が主な業務であるため、教員程には研究能力は重視されませんが、

一方で授業等の教育能力が重視されます。そこで考えられるのは、技術職員が目指す一つのモデル

は、高等専門学校の教員ではないでしょうか。高等専門学校は実験実習を重視しており、本科は５

年間の高等教育機関で大学と同じ教育システムになっていますが、最初の３年間は高校生の年齢で

あるため、運用では授業や生活指導が重視されています。ただ、専門教育の質を高めるため、大学

教員と同様に研究を行うことが義務付けされており、准教授以上の先生は博士の学位を持っている

ことが求められています。また大学ではあまり評価されませんが、教育論文も評価の対象になって

います。理工学研究科技術部では学位を取得、あるいは取得見込みの技術職員から数名が高等専門

学校の教員になっていますが、技術職員が目指す一つの道であると思います。勿論、学位取得後も

技術職員として仕事を続けてもらえれば一番望ましいのですが、人生の選択肢を広げることになれ

ばと思います。従って、若い技術職員には基礎的な研究能力を身に付けるため、業務では研究を重

視し、４０才までに博士の学位を取得して欲しいと思います。学位取得後は専門分野を広げ、演習、

実験、実習については教員と同等以上の貢献ができ、また研究指導の支援についても大きく貢献で

きるようになるのではないかと思います。 

今後技術部の人事面で厳しい状況になり、技術職員が不安を感じるかもしれませんが、「技術部の

仕事の本分、技術職員の仕事とは何か」を考え、各自が能力を高め、個人としても外部から評価さ

れるような人材になることが技術部の発展につながると思います。技術部には優秀な若い技術職員

が多く、その能力を開花させることで教育研究能力を向上させ、理工学研究科の教育研究を強

力に支援できる組織に発展させたいと思います。皆様のご支援とご協力をお願い申し上げます。 

平成 28 年 5 月

技術部長（大学院理工学研究科長） 近藤英二 
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